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（
っ
づ

り
保
存
し
ま
し
上
う
）

e
。

r
　
七
月
十
五
1
1
は
全
困
の
市
町
村
で
農
業
委
U
の
改
選
が
．
仔
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
，

　
力
挙
に
よ
っ
て
新
た
に
選
出
さ
れ
る
農
業
委
貝
は
、
今
後
三
年
川
、
農
村
の
現
地
で

　

地
域
8
2
業
と
農
民
の
代
表
と
ー
，
て
ご
活
躍
を
願
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
画
期
的
な

　
　
提
業
の
転
換
期
に
際
会
し
て
い
る
時
期
で
あ
る
だ
け
に
、
ど
の
よ
う
な
人
が
袈
業
委

　
　
　

員
と
な
る
か
’
ま
た
そ
の
入
が
ど
ん
な
沽
動
を
す
る
か
は
農
業
委
貝
会
は
も
ろ
ん
の

　
　
　
　

こ
と
農
業
と
鼎
民
の
将
来
に
と
っ
て
影
び
す
る
と
こ
ろ
μ
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
思

　
　
　
　
　
わ
れ

ま
す
。
そ
の
い
み
で
今
回
の
川
茱
委
U
芭
挙
は
ま
こ
と
に
屯
喫
ピ
写
え
ま
す
。

・
　
　
二
＝
、
≡
三
三
札

　
　
　
　
川

．
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
レは農業委員選挙’日．・1111MU’IIII［川LA・tu］7月15
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l
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（告示は7月8日）
農

業
委
員
会
の
性
格

　

川

弊
↑
ρ
U
会
は
、
市
町
村
に
お

け

る
行
政
機
関
で
あ
る
が
、
市
町

村
長

と
は
独
立
し
た
紘
日
磯
関
で

あ
っ
て
、
市
町
村
長
の
川
助
機
関

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
へ
N
・
歳

の

h
政
機
関
と
い
弓
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
堺
民
の
代
い
L
機
関
と
い
う

性
格

は
そ

の
本
買
で
、
こ
の
よ
う

な
性
酪
か
ら
、
そ
の
細
織
と
運
営

に

つ
い

て
’
い
く
つ
か
の
特
徴
が

あ
け
ら
れ
ま
す
、

　
消
一
に
8
2
苦
万
n
、
－
、
バ
は
、
川
挙

に

よ
っ
て
退
ば
れ
た
万
“
を
中
心

　
　
　
　
　
　
／

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
．
反
歩

（
北
海
道
三
反
取
）
以
ヒ
の
農
地
に

っ
い
て

川
作
の
業
務
を
営
む
も
の

は
、
原
則
と
し
て
池
挙
権
を
有
し

ま
す
。
ま
た
’
こ
の
提
業
委
1
1
会

の
澱
肇
に
よ
る
左
O
の
■
、
挙
に
つ

い
て

は
、
公
職
旭
挙
法
の
諸
規
定

が
、
ぺ
幅
に
準
川
さ
れ
て
い
卍
す

　
抑
二
に
艘
業
穿
日
く
べ
に
農
仁
団

体

お

よ
び
第
三
打
的
な
立
場
に
あ

り
、
農
貼
ぶ
万
U
会
の
所
掌
業
務
に

学
減
経
験
∨
．
冗
有
す
る
も
の
の
意
見

を

反
映

さ
せ
る
た
め
、
川
川
村
長

の
ぷ
任

に

よ
る
だ
員
を
お
い
て
い

主
す
。
川
区
内
の
農
陥
、
共
済
の

川
’
、
日
ご
と
の
椎
せ
ん
に
よ
る
理
事

；．

t　1
名
、
」
山
町
‥
村
ほ
へ
云
の
川
‥
せ
ん

に

よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

：

st≡
＝
一
二
t
u
u
t
u
l
m
一
l
t
l
＝
u
e
u
F
t
l
＝
一
t
l
t
l
t
t
l
r
l
l
l
l
e
l
l
l
＝
一
一
一
＝
＝
一
一
二
m
m
t
l
n
i
t
一
l
三
＝
一
≡
l
u
＝
ニ
ニ
t
u
三
二
；
ニ
ニ
三
三
二
＝
t
＝
三
三
＝
＝
一
一
一
一
l
d
l
＝
L

定選大
根
占
町
の
人

挙
に
よ
る
o
M

　
　
　
　
　
数
－
．

計女男有
権

者
二
、
　
O
七
o
入
川

二
、
二
話
念

四
、
三
二
四
人
川

“
芸
＝
n
≡
一
一
一
M
l
t
＝
＝
一
一
1
1
1
1
t
三
＝
n
三
t
i
l
l
t
t
“
t
t
t
l
r
1
1
1
I
t
I
l
l
≡
】
一
二
三
一
；
I
J
t
l
l
l
l
1
1
1
≡
一
t
l
l
l
t
l
I
I
e
一
n
t
一
M
［
t
l
ニ
I
一
＝
t
t
l
≡
＝
＝
三
＝
＝
u
t
t
ニ
l
l
”
L
I
S
t
l
㍉

農

業
委
員
の
選
挙
権

　
　
　

被
選
挙
権

一
、

本
町
に
住
所
を
有
す
る
者
で

　
あ
る
こ
と
。

二
、
年
令
が
満
二
十
卜
以
ヒ
で
あ

た
だ
し
、

い

る
者
で
あ
っ
て
も
、

げ
る
ゾ
臼
は
、

冊
三
戸
孜

r2） （1）f3、「4）

る
こ
と
。

わ
　
一
反
歩
以
ヒ
の
農
他
に

　

　
つ
い
て
川
作
の
業
務
を

　
　
営
む
者
で
あ
る
二
と
。

凶

　

㍍
の
者
の
同
居
の
閥
族

　
　
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で

　
　
あ
つ
て
、
年
間
お
お
む

　
　
れ
九
十
日
以
ヒ
川
作
に

　
　
従
市
1
1
し
て
い
て
、
農
哲

　

　
左
員
ヘ
パ
で
認
め
た
も
の

　
　
で
あ
る
こ
と
。

　

白11

の

以
作
を
n
備
し
て

　

　

　

　

　

　

つ
ぎ
に
喝

　

　

季
U
の
川
、
挙
椛
、
被

　
－
．
1
：
r
r
”
　
’
，
　
F
－
l
．
、
e

オ
ユ
’
・
プ
ー
ー
」
〆
・
し

　
；
’
．
t
．
’
－
／
：
・
　
s
r

休
ド
コ
以
－
亡
の
川
に
処
せ
ら

れ

そ
の
ば
川
を
終
る
ま
で

の
者

悟
コ
以
ヒ
の
川
に
処
せ
ら

れ

そ
の
国
日
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

選

挙
犯
罪
に
よ
る
選
挙
権

被

世
挙
権
の
欠
格
者

七

月
寸
五
日
午
後
九
時

か

ら
大
根
占
小
学
校
講

堂
の

予
定

◎
　

農
業
委
員
選
挙
に

つ
い
て

は

補
允
名
簿
は

調

製
し
ま
せ
ん
o

◎
　
告
．
川
は
七
月
八
日

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

に

よ
る
告
示
と
同
時
に

立

候
補
者
の
受
付
を
い

た

し
ま
す
が
、
受
付
は

午

前
八
時
三
十
分
か
ら

午

後
五
時
ま
で
と
な
っ

て

い

ま
す

◎

　
立
候
補
締
切

七

月
十
1
日

◎午午◎宿池神大◎
一 開後前投利　根投
・票　六　七　票　原　田　川　占　，lfi

．

い寺時§小小小小；；

　’まか　学学学学
駕でら校校校校
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「
ゆ
す
れ
て
い
な
い
大
根
占
人
」

町

社
教
合
同
会

　
町

教
委
で
は
、
去
る
五
月
二
十

七

日
第
二
回
社
教
関
係
者
の
合
同

協
議
会
を

開
き
、
関
係
者
二
十
名

が
参
加
し
て

ー
、
昭
和
三
十
八
年
度
町
社
会
教

　

　
育
計
画
の
検
討

2
、
各
純
学
級
開
設
堪
本
川
画
の

　

策
定

3
、
本
町
社
会
教
育
の
振
岨
、
策
に

　
　
つ
い
て
協
議
し
た

そ
の
結
氾

1
’
　
｛
：
4
l
、
婦
人
学
級
と
併
せ
て

　
　
校
区

毎
に
男
子
成
人
学
級
を

　

開
設
、
男
．
＋
成
人
の
意
識
構

　
　
造
の
改
善
と
た
く
ま
し
い
、

　

　
フ
ロ
ソ
テ
イ
ア
精
神
（
積
極

　
　
的
精
神
）
の
高
揚
を
図
る

2
、
部
落
公
民
舘
を
中
心
と
す
る

　
　
組
織
の
確
立

を
は
か
り
総
合

　

　
社

会
教
育
の
強
り
な
推
遊
を

　

期
す
る
。

3
．
夫
根
占
の
人
は
ゆ
す
れ
て
い

4
、

な

い
。

相
互
研
修
の
強
化
、

　

　

　

　

　

　

　

　
　
川
　
上
ハ
る
五
月
二
十
一
日
ホ
テ
ル
竹

広

報
活
動
の
振
興
等
に
よ
り
川

　

　

　

　

　

　

　

　

　
川
屋
に
部
落
婦
人
会
幹
部
約
一
一
0

環
境
を
克
服
し
て
近
代
市
民
川

え
の
脱
皮
葡
す
べ
き
だ
∴
象
6
、
て
’
本
経
第
三

　

　

　

　

　

　

　

　

　
川
の
幹
部
研
修
会
を
開
い
た
。

「
時
問
尊
苗
」
は
教
養
人
の
川

　

　

　

　

　

　

　

　

　
川
研
修
は
極
め
て
充
実
し
た
内
容
に

パ

ロ

メ
｜
タ
｜
o
町
［
氏
拳
げ
川

て

「
大f
時
間
霊
放
二
終
始
。
た
が
、
君
ム
云
で
の
主
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
は
次
の
通
り

に
立
上
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圏
婦
人
会
運
営
に
つ
い
て

等
大

変
貴
重
な
意
見
が
出
さ
川

駕
　
　
　
－
喫
は
必
ず
コ
円
一
］

O
税
金
は
期
日
ま
で
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
／

＝
：
：
l
E
以
ヒ
」
開
）

き
、
身
近
か
な
上

　　（2）
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‥
　

験
を

出
し
て
話
あ

：

　
い
を
行
う
。

ll川2
、
規
約
の
な
い
部
苗

｛
が
多
い
・

　
先
づ
規
約
を
作
り

”

　

　
’
r
戊
三
日
川
　
　
う
万

川
　

を
た
て
x
合
理
的

　
な
諜
に
切
り
か

“

　
え
る
。

川

3
、
姉
人
会
に
金
が
な

川
　

い

と
必
ず
行
き
つ

　
で

裟
：

「必ず例会を開き話あいを

5
、
例
会
は
、
会
1
／
の
持
味
を
世
川

　

か

し
て
役
割
を
分
担
、
レ
ク
㎜

　

リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
を
適
宜
取
り
川

　

入
れ
て

た
の

し
い
集
い
に
し
川

g
p
t
o
　
l

哨

学
習
活
動
に
つ
い
て
　
　
川

、
t
グ
ル
｜
プ
を
作
り
・
身
近
蕊

　

な
問
題
か
ら
学
習
を
始
め
る
川

　
　
　
2
、

ロ

l
女

5、127

5、127

5、496

1　　人世帯数　一一　一．一一…一一．．．－

　　　1総　数　男
1　　　　，

5、199

5、140

5、439

10、326

5、785

6、027

5、671

5、845

7、196

7、334

5、899

6730

7、589

7、654

7、529

7、484

7，260

7、114

7、132

7、295

6、952

6、785

6、436！

6、283

10、267

10、935

11、456

11、872

13、095

14、064

14、721

14、949

14、481

14、269

13、696

13、397

2、160

2、174

2、201

2、298

2、309

2、433

2、802

2、918

3、063

3、277

3、237

3，209

3、189

分区

大正9年
国勢調査
大正14年

国勢調査

昭和5
国勢調

昭和10年

国勢調

昭和15年
国勢調

昭和20年

人口調

昭和22

　　調

年
査
査
査
査
年
査
年
査
年
査
年
査
年

25

調

畦
和
勢
召
勢

臨
昭
国
昭日　30

国　調

昭和35

国勢調
昭和36

II∫婦人幹部研f多会で

口ご
昨
毘

計
品
計
口
明
計

　
　
エ
ヰ
　
　
エ
ヰ
く

擁
昭

推

昭

雌

　

お
互
い
の
知
ぷ
や
　

　

経
験
を
活
し
あ
い
川

で
深

め

よ
¢
．
e
　
l

3
、
W
講
話
や
レ
ク
リ
エ
川

　
ー
シ
ョ
ソ
も
．
向
二
札
”

取

り
入
れ
よ
う
∴

剛

生
活
改
善
に
一

　
　
　
つ

い

て

　

1
、
朝
十
時
の
お
茶
を
　

廃
止

し
よ
元
　

　

働
く
と
き
う
ん
と
　

　
“
働
き
栄
養
の
ぴ
取
　

　

喪
休
1
1
の
完
全
軍
、
　

　

施
に
よ
っ
て
労
、
働
　

　

　

ま
る
。
財
政
を
瞥
か
に
す
る

　
　
創
■
に
£
を
し
よ
う
o

川

4
、
役
は
だ
け
に
達
惑
か
け
な
い

　

　

　

　

　

　

グ
ル
ー
プ
別
に

　

　

黄
任
を
分
ち
合
っ
て
’
民
主

一

的

な
へ
題
宴
進
め
よ
“
e

　

　
を
（
1
1
理
化
し
よ
う

2
、
お
産
後
の
派
手
な
名
付
祝
い
川

　

　
は
産
婦
に
と
っ
て
有
刊
己
惑
川

　

　
ご
く
内
．
愉
な
担
L
に
と
ど
め
川

　

た
い
。

等
々
熱
心
な
d
議
が
行
な
わ
れ
た
川

　d覧
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’
＝
農
薬
危
害
防
止

空
ピ
ン
の
仕
末
に
注
意
を

　

ー
用
水
路
を
き
れ
い

　
82

業
技
術
の
進
歩
発
展
に
と
も

な
っ
て
、
ま
す
ま
す
股
虫
、
殺
菌

剤
な
ど
各
柿
の
艘
薬
が
使
川
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
効
巣
は
非
常
に
大
き
く
、
こ

こ
数
年
来
の
賂
作
も
、
天
候
の
好

条
件
に
加
え
て
、
殺
虫
剤
の
適
切

な
使
旧
が
有
力
な
原
囚
の
一
つ
と

認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て

利
用
度
が
激
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ

　
　
二

　
　

「

　
　
＝

こ
＝
’

ど
、
8
2
薬
に
よ
る
事
故
本
多
く
な

り
ま
す
。

農
薬
は
取
り
扱
い
を
お
ろ
そ
か

に

し
た
り
、
使
用
の
方
法
を
誤
る

と
’
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
大

事
を
ひ
き
起
し
ま
す
。

と
く
に
子
ど
も
に
は
注
意
を
怠

ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す

空
ビ
ソ
を
み
つ
け
て
遊
ん
で
い
た

子
ど
も
が
、
死
亡
す
る
と
い
う
例

’
－
－
°
－
J
t
°
、
－
＿
i
－
z
包
；
～
ζ
」
エ
ξ
ζ
・
＝
膓
゜
・
・
°
・
・
t
’
ζ
．
t
・
、
t
・
⑨
．
・
t
－
’
、
．
t
“
、
t
・
－
t
’
．
t
．
、
．
・
“
t
t
．
、
’
～
．
、
．
θ
、
．
．
、
．
㎡

　

　
　
ね
こ
の
手
も
か
り
た
い
よ
う

　
　
な

忙

し
さ
で
、
家
を
留
守
に
す

得
る
機
会
奪
く
な
り
ま
噺
ま

・

心

た
、
夜
は
、
仕
事
の
疲
れ
で
ぐ

ノロ
t
っ
す
り
寝
込
ん
で
し
ま
い
ま
す

〉K
b
，

　

　
　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
ド
ロ

防
ボ
ウ
に
は
い
ら
れ
た
n
い
ろ

の

い
ろ
の
事
故
が
お
こ
り
ま
－
V
O
I
O

　政1｜川

農繁期
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し

よ
う
〇

一
、

出
か
け
る
と
き
は
、
戸
締

　

り
を
よ
く
す
る
。

二
、
現
金
は
盗
ま
れ
や
す
い
と

　
こ
ろ
に
お
か
な
い
。
　
ン

三
、
も
し
、
ド
ロ
ボ
ウ
に
　
知

　

は

い

ら
れ
た
ら
、
そ
ら

　

　

　

　

　

　

　

か

　
の

ま
ま
に
し
て
、
す
会

　

ぐ
作
察
に
届
け
る
。
　
A
口

　

　

　

　

　

　

　

連

四
、
“
供
さ
ん
は
、
あ
ぶ
合

　
　
　
　
　
　
　
し

　
な
い
と
こ
ろ
で
坊
ば
相

　

　

　

　

　

　

　

犯

　
な
い
ナ
う
に
注
意
す
坊

　

る
・
　
　
　
川

五
、
で
き
る
だ
け
共
同
で
占

　
託

児
所
を
設
け
る
。
根

　

　

　

　

　

　

　

大

　
×
　
　
×
　
　
×
　
㎞

x

　
　
×
　
　
×
　
　
ハ

せ
’
－
t
・
u
－
－
t
－
－
－
；
°
；
’
、
・
：
・
ξ
」
三
’
、
・
ζ
白
＝
、
・
°
－
”
－
－
－
－
i
．
l
j
、
f
”
・
t
’
：
，
ご
．
ξ
’
－
l
－
l
l
．
t
－
t
’
－
t
’
i
t
嵩
－
t
－
l
d
F
，
s

　
　
　
　
　

等
に
有
満
智

◇

　　　～大雄関後援寄附金募集中～
y
l
t
t
ー
－
－
m
t
－
－
l
t
■
ー
t
d
・
－
・
・
1

も
あ
り
ま
す
。
空
ビ
ソ
を
俣
道
や

川
水
8
6
な
ど
に
す
て
ぬ
よ
う
気
を

つ
け

ま
し
よ
う
・
　
　
　
　
　
　
優
良

用
水
路
に
汚
物
が
投
げ
こ
ま
れ
　
　
第
三
十
回
南
日
本
乳
児
検
診
に
　
〃
仰
付
ま
　
み
．
．
　
P
　
　
【

ウ
ジ
虫
が
い
る
の
も
気
け
か
ず
’
　
も
と
つ
く
本
川
入
冗
首
が
次
の
と
　
　
　
、
　
　
r
　
、
．
、
　
安
水

子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
の
を
見
か
け
　
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
〃
皆
倉
洋
　
　
忙
．
　
　
山
・

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
衙
生
的
な
　
　
　
（
　
）
内
は
保
護
者
名
　
　
　
　
　
　
．
壬
・
ぐ
　
　
　
　
’
川

而
か
ら
も
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
　
一
等
有
満
桿
r
（
秀
夫
）
　
麓
　
　
〃
中
野
γ
　
　
．
．
．
　
・
・
　
，
°
：

の

ほ

か
木
ギ
レ
や
石
こ
ろ
を
川
水
　
二
等
安
水
　
　
　
　
　
　
安
水
　
　
〃
　
　
　
　
塘
　
、
雄
　
　
．
，
’

路
に
投
げ
こ
ん
だ
た
め
、
ポ
の
流
　
〃
　
川
下
和
ぺ
（
方
夫
）
栄
町
　
　
〃
　
　
　
　
　
r
　
・
オ
．

れ
を
忠
く
し
て
8
1
作
埜
に
川
害
を
　
一
．
．
等
牧
原
勝
川
（
利
秋
）
協
和
　
　
〃
東
力
智
一
　
　
、
．
　
　
．

1
7
え
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
〃
　
谷
口
洋
r
（
三
　
）
栄
町
　
　
　
舞
　
‥
　
　
‖
．
．
〆
　
諸
ツ

み
ん
な
が
よ
く
気
を
つ
け
、
川
　
〃
　
。
行
崎
．
川
川
（
国
治
）
壱
崎
　
　
　
　
．
　
エ
．
　
’
．

を

合
わ
せ
お
互
い
に
迷
熟
を
か
け
　
入
n
ド
次
肚
r
（
碗
W
）
木
原
　
　
　
浅
井
　
．
、
　
．

な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。
　
　
〃
　
浜
崎
砂
幟
（
T
r
A
）
　
踏
　
　
　
　
楕
川
ひ
・
　
　
。
’
　
　
　
　
”

　

会
長
に
久
米
公
民
舘
長
　
　
．
．
，
．

　
　
　
　
　
　

町

防
犯
連
総
会
開
く

　

町

防
犯
組
合
川
絡
協
蒲
乞
で
は

：
バ
る
｛
ハ
円
川
四
一
日
単
肪
川
組
ぺ
n
長
約
五

十
名
が
集
っ
て
総
ヘ
パ
を
開
き
、

1
、
昭
和
三
十
ヒ
年
度
決
算
承
認

2
、
昭
和
三
十
八
年
度
活
珂
方
針

　
　
及
び
惇
業
計
画
の
審
ぷ

な
ど
行
゜
な
い
、
新
役
い
，
の
選
川
を

行
っ
た
。

　

役
艮
次
の
通
り

会

長

久

米
熔
、
裕

副
会
長
原
口
伝
歳

〃

理

事

〃 ”　　　　　ノノ　　　　ノノ　　　　〃　　　　　！ノ　　　　tノ　　　　〃

愛

甲

充

小

閲

又

雄

上

野

藤

夫

木

釜

利

夫

押
領
［d

利

S
k

爪

瀬

八

［
i
｝

ノだ仏’／［e、

’｝＼

11UU

，E

f　馬　脇
　　　場

ノし　日

宗　：三　fJi

太
郎　　．澄　　Jt

‘t‘‘‘‘‘‘‘111▲‘，）‘‘1‘1‘ll‘111‘1‘匹‘ld｜’

大雄関の十両優勝と入幕を祝福記念するため、さきの夏場所前に「化粧まわし」

を贈口しましたので、皆様も何卒この趣旨に御賛同くださいまして、寄附金拠
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農
業
基
本
法
が
で
き
て
か
ら
も

早
一
ケ
年
余
り
に
な
り
ま
し
た
が

ま
だ
実
際
に
は
農
業
の
変
化
は
あ

ま
り
あ
り
ま
ん
が
’
そ
の
対
策
の

1
つ

と
し
て
櫻
業
構
造
改
善
事
業

が
’
昨
年
・
か
ら
実
施
の
段
粍
に
K

り
鹿
児
島
県
に
お
い
て
も
大
崎
町

知

覧

町
、
姶
良
町
な
ど
が
、
事
業

に
汀
手
し
て
お
り
ま
す
。
構
、
造
改

℃

r
．
罪
の
す
す
め
カ
は
、
一
応
計

画
旭
域
の
指
定
を
国
か
ら
号
け
て

快
本
調
在
を
綿
帝
に
や
っ
て
、
改

氾
川
川
を
樹
て
川
や
県
の
、
小
認
を

得
て

Ψ
k
の
段
陪
に
入
る
の
で
あ

り
ま
す
。
本
川
に
お
い
て
も
、
住

民
の
七
割
以
上
を
占
め
る
螺
家
の

所
得
を

高
め
、
く
ら
し
が
よ
く
な

ら
な
け
れ
ば
日
店
街
の
発
川
、
も
町

政

の
推
展

も
川
せ
1
6
れ
な
い
の
で

あ

り
ま
す
が
、
現
在
の
ま
ま
の
経

性
肖
方
法
や
η
え
方
で
は
’
そ
の
目

的

は
r
v
せ
ら
れ
な
い
の
で
本
年
度

に
計

画
地
域
の
指
定
を
愛
け
て
，

一
年
川

じ
つ
く
り
い
画
を
柏
立
し

て
来
年
度
か
ら
ピ
、
施
が
で
き
る
よ

う
8
2
家
の
皆
さ
ん
の
川
解
を
得
た

い

と
考
え
て
お
り
ま
す
が
’
ま
だ

農
業
構
氾
改
汗
と
は
ど
ん
な
も
の

か
判
ら
な
い
人
が
多
い
と
思
い
ま

す
の
で
以
ド
ば
述
い
た
し
ま
す
。

　
燈
業
構
造
と
い
う
二
．
‥
菓
は
よ
く

聴
い
て

お

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す

が
、
8
2
業
ほ
本
法
で
は
次
の
よ

う
に
説
明
し
て
お
り
ま
す
。
即
ち

耕
作
し
て
い
る
農
地
面
積
を
大
き

く
す
る
こ
と
、
耕
作
し
て
い
る
土

地

を
な
る
べ
く
一
ケ
所
に
ま
と
め

る
こ
と
、
〃
．
仏
畜
を
取
つ
人
れ
ス
機

械
化

を
す
す
め
る
、
礫
地
の
所
有

や
罪
、
動
に
無
川
な
制
川
を
し
た
り

し
な
い
で
肥
業
を
近
代
化
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
と
し
て
お
り
ま
す

も
う
少
し
わ
か
り
り
く
い
え
ば
一

脾
家
当
り
の
経
営
面
積
を
大
ぎ
く

を

ふ
や
す
こ

と
に
重
点
を
切
り
替

え
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
は

な
い
に
し
て
も
大
変
な
こ
と
で
大

改
革
な
わ
け
で
す
。
た
だ
昔
と
世

の

中
が
変
っ
て
き
て
艘
家
の
働
き

手
が
’
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
い
ま
す

特
に
若
い
人
が
減
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ

な
の
に
大
体
昔
と
同
じ
方
法

で

農
荏
は
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
の

で
、
人
手
が
足
り
な
い
わ
け
で
す

雇
人
も
な
か
な
か
い
ま
せ
ん
．
思

い

切
っ
て
農
地
を
下
川
す
こ
と
は

で

き
な
い
。
反
対
に
氾
帥
を
ふ
や

す

に

も
機
械
を
入
れ
よ
う
と
し
て

　
N

孝ロ
ト
k

ま
す
が
、
大
体
全
国
を
平
均
す
る

と
二
町
歩
か
ら
1
1
i
町
歩
な
け
れ
ば

都
会
と
つ
り
あ
う
牧
入
の
あ
る
経

営
と
は
な
ら
な
い
の
が
現
状
の
姿

で

し
ょ
う
が
而
積
だ
け
で
剖
り
切

っ

て

し
ま
う
の
も
無
理
で
す
し
、

何
を
作
る
か
に
よ
っ
て
も
差
が
あ

る
の
は
当
然
で
す
。
又
l
方
少
い

面
ね
を
耕
日
し
て
い
る
農
家
が
全

部
を
持
ち
よ
っ
て
共
同
の
経
営
を

や

る
こ
と
も
号
え
ら
れ
る
し
、
ソ
バ

経

費
を
は
ぶ
く
た
め
ほ
同
の
施
設

や
ピ
い
を
共
同
で
購
入
し
た
り
、

父
例
∵
え
ば
畜
産
だ
け
の
川
分
灼
共

億
一
千
万
円
を
予
定
し
て
国
の
補

助
金
が
四
千
五
百
万
円
、
長
期
融

資
が
四
千
六
百
万
円
、
残
り
の
1

千
九

百
万
円
が
戸
家
の
負
担
と
な

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
又
制
度
上

の

問
靱
に
つ
い
て
は
一
番
の
基
礎

に

な
る
仁
地
の
移
動
を
円
滑
に
す

る
と
い
う
点
で
8
2
地
法
の
改
正
が

な
さ
れ
今
ま
で
の
農
肛
の
所
有
制

限
が
緩
相

さ
れ
又
、
農
業
を
一
時

や
め
て

仙
の
町
に
移
る
と
き
は
、

農
協
に
あ
ず
け
る
仁
託
制
し
が
で

き
ま
し
た
。
殿
業
恒
営
を
生
産
組

”f

：

や
・
、
バ
社
繍
織
に
す
る
場
合
に
肱

農
業

し
て
1
人
で
i
作
す
る
面
ね
を
ふ

や

し
桟
川
の
力
を
か
り
て
F
川
を

は

ぶ
き
、
こ
れ
か
ら
消
費
の
仲
び

る
こ
と
が
約
似
さ
れ
て
い
る
畜
産

な
り
果
伺
な
ど
各
地
に
適
し
た
農

産

物
を

取

り
入
れ
牧
入
も
都
会
な

み
に
な
る
よ
う
な
経
営
に
B
；
り
辱

え
る
こ
と
が
桃
造
改
氾
の
大
筋
な

の

で
す
。

　

日
本
農
羊
は
朋
治
以
木
一
8
2
宗

平
力
大
体
一
町
歩
を
川
作
し
、
来

と
麦
を
中
心
に
し
た
俣
業
を
続
け

て

き
た
の
で
す
か
ら
こ
こ
で
而
積

　　　　　　　　　　

l
l｝は

l

lど
㍑，

な
：｝こ

1
と1
か
i
｝

造

改

善

と

も
畜
・
ぽ
を
犯
て
る
に
も
金
が
な
い

と
い
う
制
川
ヒ
に
無
叩
か
あ
る
と

い

う
の
が
、
今
の
姿
な
の
で
す
。

そ

こ
で
何
か
川
本
的
な
改
吊
を
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
政
府
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ぱ
都
会
と

つ
り
あ
い
の
と
れ
た
取
入
な
り
生

活
の
で
き
る
適
正
な
川
膜
の
膿
家

を
万
く
作
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

μ
．
入
基
本
法
で
は
こ
の
よ
う
な
農

家
を
川
M
経
営
辰
家
と
よ
ん
で
い

回
κ
営
を
や
る
こ
と
な
ど
も
目
立

ポ
営
が
で
き
る
一
つ
の
f
＝
段
と
も

い

え
ま
す
、
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な

日
仁
w
ポ
け
U
家
を
《
－
ー
て
る
た
め
に

は

資
金
の
面
と
現
r
U
制
度
上
の
欠

陥

力
あ
る
わ
け
で
す
が
、
国
は
ど

の

よ
う
な
処
置
を
考
え
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
’
ま

つ

そ
の
一
つ
の
下
段
と
し
て
構
造

62

焙
対
策
事
業
を
十
ケ
年
に
わ
た

っ

て

L
施
す
る
制
ぽ
を
設
け
ま
し

た
。一

市
町
当
り
の
事
業
費
は
平
均
｝

　　　　　　　　　　

川
、
を
出
資
で
ぎ
る
こ
と
も
ら
川
法

〔

ぽ

法
の
改
正
に
よ
っ
て
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
’

信
託
制

吐

に
お
け

る
小
作
料
の
加

の

こ
と
や
仁
地
ル
P
J
す
る
場
合

の

ハ
渡
所
川
や
ド
動
ぱ
取
得
硯
を

と
ら
れ
る
こ
と
は
ま
た
岬
て
の
ま
ま

に

な
っ
て
い
ま
す
。
経
営
資
金
の

点

で
は
農

業
近
代
什
資
伊
が
既
に

実
施
に
な
り
農
協
に
集
っ
て
い
る

挫
家
の
．
預
翁
を
国
と
県
で
利
．
仁
補

給
し
て
バ
期
低
利
で
借
り
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
農
地
を
買
取
る
た
め

の
資
金
は
従
来
の
自
年
改
創
。
．
　
．
t
r

金
に
よ
る
融
資
の
ほ
か
は
、
ま
だ

新
し
い
制
度
は
で
き
て
い
ま
せ
ん

そ
の
他

に

制
度
上
の
問
題
に
な
る

の

は
農

家
の
相
続
と
か
、
提
妄
敦

育
事
業
の
充
戸
と
カ
～
業
外
の
職

態
教
育
、
8
2
村
の
工
業
振
興
な
ど

が
そ

の

ま
ま
に
な
っ
て
お
り
ま
す

し
か
し
、
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
は
褥
業
構
L
堀
改
善
と
い

う
こ
と
は
農
業
ビ
．
4
8
直
す
あ
ら
ゆ

る
方
法
な
り
、
F
段
を
・
博
ん
だ
非

常
に

巾
の
広
い
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
今
政
府
が
や
ろ
う

と
し
て
い
る
構
造
改
肖
事
業
と
は

そ
の
中
で
政
府
が
川
じ
川
版
し
よ

う
と
す
る
も
の
だ
け
ま
と
め
た
も

の

で
す

か

ら
、
政
府
の
肋
成
の
あ

る
本
の
だ
け
を
や
れ
ば
そ
れ
で
L

部

が
改

右
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は

な

い

と
い
う
こ
と
、
氾
準
の
川
一
直

し
は
ど
う
し
て
も
お
九
わ
れ
の
F

に

よ
っ
て
、
な
し
け
け
た
日
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
ど
ぷ
の
皆
さ
ん

の
熟
意
と
n
主
的
、
な
に
加
、
に
よ
っ

て

な
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
充
分
肝
L
j
　
s
c
じ
な

れ
け
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。


